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【
登
録
者
１
１
６
人
突
破
】

　

セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
の
皆
さ
ん
と
セ
ン
タ
ー
を

繋
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
（
連
絡
手
段
）

と
し
て
、『
ス
マ
イ
ル　

ト
ゥ　

ス
マ
イ
ル
』
と

い
う
会
員
専
用
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
会
員
の
皆
さ
ん
へ
は
『
ス
マ
イ
ル　

ト
ゥ

ス
マ
イ
ル
』
の
案
内
チ
ラ
シ
、
ロ
グ
イ
ン
通
知
書
、

ロ
グ
イ
ン
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
を
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

10
月
31
日
現
在
で
１
１
６
名
の
会
員
が
こ
の
サ

イ
ト
へ
の
登
録
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
『
ス
マ
イ
ル　

ト
ゥ　

ス
マ
イ
ル
』
で
は
、
便

利
な
機
能
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
登
録
手

続
き
が
ま
だ
の
方
は
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。（「
ね

ん
り
ん
」
な
ど
も
、
サ
イ
ト
に
登
録
し
て
お
け
ば

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。）

※�

登
録
し
た
方
で
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
未
登
録
の

方
は
、
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
講
習
会
開
催
中
】

　
『
ス
マ
イ
ル　

ト
ゥ　

ス
マ
イ
ル
』
の
登
録
が

不
安
な
方
に
向
け
て
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

『
ス
マ
イ
ル
　
ト
ゥ
　
ス
マ
イ
ル
』
の
ご
案
内

　

10
月
29
日
（
水
）

に
は
一
回
目
の
『
ス
マ

イ
ル　

ト
ゥ　

ス
マ
イ

ル
』
講
習
会
が
開
催
さ

れ
、
４
名
の
会
員
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。
講

師
は
シ
ル
バ
ー
会
員
と

事
務
局
職
員
で
す
。

穏
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
登
録
か
ら
利
用
方
法
ま

で
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
初
め
て
だ
っ
た
が
、

丁
寧
に
教
え
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
毎
月
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ

ご
登
録
が
お
済
で
な
い

方
で
、
登
録
が
で
き
な

い
、
使
い
方
が
わ
か
ら

な
い
と
い
う
方
は
、
事

務
局
が
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
講
習
会　
今
後
の
日
程
】

日　

時　
　

１
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　

１
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　

２
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
　

２
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
　

３
月
６
日
（
金
）　

　
　
　
　
　

３
月
16
日
（
月
）

定　

員　
　

各
20
名

　
時　

間　
　

①
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

　
　
　
　
　

②
午
前
11
時
～
12
時

　
　
　
　
　

※�

①
か
②
を
お
選
び
く
だ

さ
い

場　

所　
　

�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
議
室

持
ち
物　
　

ロ
グ
イ
ン
通
知
書

　
　
　
　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
　
　
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

申　

込　
　

�

お
電
話
に
て
事
務
局
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
【
６
５
－
３
２
０
０
】

　
※
ガ
ラ
ケ
ー
は
対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん
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９
月
12
日
（
金
）
に
、
下
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
理
事
と
職
員
の
方
々
が
、
当
セ
ン
タ

ー
に
視
察
研
修
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
女
性

部
会
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
や
新
入
会
員
の
募
集

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

手
芸
グ
ル
ー
プ
の
活
動
状
況
や
他
組
織
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
と
て
も
有

意
義
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
大
学
校
（
中
央
校
）
の
学
校
祭
が
、

７
月
25
日
（
金
）
に
、
と
ち
ぎ
健
康
の
森
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
５
名
の
会
員

が
参
加
し
、
手
芸
グ
ル
ー
プ
の
展
示
・
販
売
を
行

い
ま
し
た
。
見
学
に
行
っ
た
会
員
に
報
告
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

下
野
市
シ
ル
バ
ー
来
訪

シ
ル
バ
ー
大
学
校
祭
出
店

人
と
の
ふ
れ
あ
い
に
感
謝

駒
場　

長
子

　

シ
ル
バ
ー
大
学
校
（
中
央
校
）
の
大
学
祭

が
と
ち
ぎ
健
康
の
森
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
シ
ル
バ
ー
、
日
光
市
シ
ル
バ
ー
と

当
セ
ン
タ
ー
の
３
セ
ン
タ
ー
が
出
店
し
ま
し

た
。
宇
都
宮
市
シ
ル
バ
ー
は
、
か
え
る
の
編

み
ぐ
る
み
、
餃
子
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
日
光

市
シ
ル
バ
ー
は
、
ブ
ロ
ー
チ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

入
れ
、
陶
器
類
、
当
セ
ン
タ
ー
は
ク
ラ
フ
ト

製
品
・
小
物
、
布
ぞ
う
り
、
シ
ュ
ー
キ
ー
パ

ー
な
ど
を
販
売
い
た
し
ま
し
た
。

　

近
隣
の
セ
ン
タ
ー
同
士
、
交
流
に
な
り
と

て
も
い
い
雰
囲
気
の
中
で
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
２
階
で
は
シ
ル
バ
ー
大
学
校
の
ク

ラ
ブ
活
動（
絵
手
紙
、
囲
碁
、
将
棋
、
切
り
絵
、

マ
ジ
ッ
ク
な
ど
）
の
様
子
を
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
大
学
校
生
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見

て
、
す
ご
い
な
と
感
動
い
た
し
ま
し
た
。



鹿沼市シルバー人材センター会報〈第107号〉 （4）

　

毎
年
10
月
は
「
シ
ル
バ
ー
事
業
普

及
啓
発
月
間
」
と
し
て
、
全
国
各
地

の
シ
ル
バ
ー
会
員
が
奉
仕
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
９
月
～
10
月

に
か
け
て
公
共
施
設
、
セ
ン
タ
ー
敷

地
内
で
除
草
作
業
な
ど
の
奉
仕
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
台
風
や
雨
天
に
よ
り
活

動
日
を
順
延
し
た
箇
所
が
あ
り
、
参

加
者
は
当
初
の
予
定
数
よ
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
残
暑
の
名
残
が
感

じ
ら
れ
る
汗
ば
む
陽
気
の
な
か
、

１
０
７
名
も
の
会
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
会
員
同
士
の
会
話
も
弾
み
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

安
全
面
に
も
十
分
配
慮
し
、
事
故

や
怪
我
も
な
く
無
事
に
終
了
し
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　

各
施
設
責
任
者
か
ら
も
感
謝
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
、
大
変
充
実
し
た

活
動
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
シ

ル
バ
ー
Ｐ
Ｒ
活
動
や
地
域
に
貢
献
出

来
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

奉
仕
活
動
実
施

センター敷地内での活動の様子

消防本部での活動の様子
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地
区
単
位
の
奉
仕
活
動
と
し
て
、

中
央
第
一
が
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千

寿
荘
」、
中
央
第
二
が
「
北
小
学
校
」、

南
部
第
一
が
「
北
押
原
コ
ミ
セ
ン
」、

南
部
第
二
が
「
南
保
育
園
・
南
押
原

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」、
南
部

第
三
が
「
上
南
摩
小
学
校
」、
北
部

が
「
菊
沢
コ
ミ
セ
ン
」
で
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
東
部
第
一
は
「
緑
町
児

童
公
園
」
で
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

雨
天
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

地
区
単
位
奉
仕
活
動

期
日

地
区

活
動
場
所
参
加
人
数

９
／
９
中
央
第
一
、二

西
部

南
部
第
三

シ
ル
バ
ー

セ
ン
タ
ー

 

24
名

９
／
25
粟
野
第
二

粕
尾

コ
ミ
セ
ン

 

９
名

９
／
29
粟
野
第
一

粟
野

コ
ミ
セ
ン

 

10
名

10
／
１
中
央
三
、北
部

東
部
第
一
、二

南
部
第
一
、二
消
防
本
部

 

64
名

粕尾コミセンでの活動の様子

粟野コミセンでの活動の様子

地区単位奉仕活動

中央第１

中央第２

南部第２北部

南部第３
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会
員
の
皆
様
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
の

概
要
に
つ
い
て
、
改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
主
な
団
体
傷
害
保
険
】

※
ご
不
明
な
点
は
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
就
業
中
、就
業
途
上（
会
員
本
人
の
傷
害
）

②
講
習
会
・
総
会
中
、
そ
の
往
復
途
上

　
（
会
員
本
人
の
傷
害
）

③�

就
業
中
に
お
け
る
会
員
以
外
の
方
へ
の

人
身
・
物
損
事
故

※�

た
だ
し
、
損
害
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い

て
は
、
一
万
円
の
免
責
額
が
発
生

　
（
事
故
当
時
者
の
負
担
額
）

シ
ル
バ
ー
保
険

保
険
金
の
種
類

保
険
金
額

保
険
給
付
対
象

死
亡
保
険
金

９
０
０
万
円

事
故
日
か
ら
１
８
０
日
以
内
で

そ
の
ケ
ガ
が
原
因
で

死
亡
し
た
場
合

入
院
保
険
金

一
日

３
、０
０
０
円
事
故
日
か
ら
１
８
０
日
以
内
で

そ
の
ケ
ガ
が
原
因
で

入
院
し
た
場
合

通
院
保
険
金

一
日

２
、０
０
０
円
事
故
日
か
ら
１
８
０
日
以
内
で

そ
の
ケ
ガ
が
原
因
で

通
院
し
た
場
合（
９
０
日
限
度
）

認知症について正しく知ろう
～認知症サポーター養成講座～

2/12（木）日　時

9：30～11：00

※受講後に「認知症サポーターカード」
　がもらえます！

○認知症とは？
○認知症の症状
○認知症の予防　　など

講習内容

【☎0289-65-3200】

　高齢化社会が進むにつれ、認知症と診断される人も増えています。ある調査では 65歳以上の
約５人に１人が認知症になるという報告がされているほど、認知症はとても身近な病気です。
皆さんは認知症について、どのくらい知っていますか？ 講座で認知症について正しく学び、
理解を深めましょう！

20名定　員

シルバー人材センター　
会議室場　所

1/30(金)までにシルバー事務局まで電話等でお申込みください。申　込

ご不明な点がございましたらシルバー事務局までご連絡ください。問合せ
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私
の
歩
ん
で
来
た
人
生
の
道
程
の
一
部
を
紹

介
し
よ
う
。
中
学
校
時
代
、
勉
強
過
程
に
於
い

て
技
術
家
庭
と
言
う
時
間
割
が
有
っ
た
。
金
属

を
ヤ
ス
リ
で
削
り
文
鎮
を
作
っ
た
り
、
板
を
切

っ
て
椅
子
を
作
っ
た
り
し
た
。
そ
の
中
で
い
ろ

い
ろ
失
敗
も
あ
っ
た
が
、
物
を
作
る
喜
び
を
勉

強
し
た
。

　

友
達
も
出
来
て
、
友
達
が
本
屋
に
手
伝
い
に

行
っ
て
い
る
事
で
私
も
本
屋
に
縁
が
あ
り
、
色
々

と
本
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
其
の
中
で
一
つ

眼
を
引
い
た
本
が
有
っ
た
。
そ
れ
は
、「
初
歩

の
ラ
ジ
オ
」
と
言
う
本
だ
。
其
の
中
で
、
眼
を

引
い
た
の
が
、
真
空
管
式
の
ラ
ジ
オ
だ
。

　

自
己
流
で
勉
強
し
配
線
図
が
読
め
る
様
に
な

り
、
ラ
ジ
オ
を
作
る
に
は
ど
う
い
う
部
品
を
揃

え
れ
ば
良
い
か
分
か
る
様
に
な
っ
て
き
た
。
本

に
載
っ
て
い
た
秋
葉
原
に
行
き
、
部
品
を
買
い

求
め
た
。
ラ
ジ
オ
を
作
る

中
で
、
ハ
ン
ダ
付
け
で

色
々
失
敗
し
な
が
ら
作

り
、
第
一
声
が
流
れ
た
時

は
感
動
し
た
。

　

私
の
仕
事
は
き
の
こ
の
菌
床
を
作
る
仕
事
で

す
。
こ
の
仕
事
を
始
め
て
六
年
に
な
り
ま
す
。
き

の
こ
菌
は
納
豆
菌
に
弱
い
の
で
、
仕
事
が
あ
る
日

は
納
豆
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。　

　

こ
の
会
社
で
は
し
い
た
け
、
ま
い
た
け
、
き
く

ら
げ
な
ど
の
菌
床
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク

菌
床
を
培
養
室
に
入
れ
て
、
全
体
が
白
く
な
っ
た

ら
出
荷
で
き
ま
す
。
培
養
室
は
二
十
三
度
く
ら
い

で
、
仕
事
を
す
る
に
は
快
適
な
温
度
で
す
。
出
荷

す
る
時
は
、
段
ボ
ー
ル
箱
に
八
個
入
り
に
し
ま
す
。

重
さ
は
二
十
二
キ
ロ
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

を
パ
レ
ッ
ト
四
段
重
ね
に
し
ま
す
。

　

こ
の
頃
重
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ

と
、
ど
の
く
ら
い
働
け
る
で
し
ょ
う
か
。
会
社
の

皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
。

「
作
る
喜
び
」

西
部
地
区
　
菅
沼
　
幸
一

　

早
朝
に
散
歩
を
し
て
い
る
と
四
季
折
々
の
草
花

が
目
に
入
り
ま
す
。
朝
露
を
浴
び
た
稲
の
葉
に
つ

く
水
滴
、
朝
日
が
昇
る
と
キ
ラ
キ
ラ
輝
き
と
て
も

綺
麗
。
雑
草
と
呼
ば
れ
る
花
々
も
可
憐
で
色
鮮
や

か
。
澄
み
切
っ
た
空
気
や
綺
麗
と
思
う
気
持
ち
我

が
心
の
ビ
タ
ミ
ン
。　

　

ま
た
、
孫
た
ち
と
過
ご
す
時
間
の
有
難
さ
、
一

緒
に
行
動
出
来
る
年
齢
に
な
り
、
長
期
休
み
の
家

族
旅
行
、
成
長
を
感
じ
る
発
表
会
や
運
動
会
で

頑
張
る
姿
と
て
も
愛
お
し
く
感

じ
ま
す
。
思
い
出
に
浸
り
「
ま

た
、
行
こ
う
ね
」
の
催
促
に
次

の
計
画
を
立
て
る
こ
と
ま
た
楽

し
い
。
膨
ら
む
夢
や
ワ
ク
ワ
ク

感
、
子
や
孫
の
笑
い
声
、
大
切

な
我
が
心
の
ビ
タ
ミ
ン
。

　

歌
は
私
の
友
達
と
い
う
く
ら
い
元
気
勇
気
癒
し

を
も
ら
え
る
も
の
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
身
近
な

と
こ
ろ
で
楽
し
む
も
の
で
し
た
。
仕
事
子
育
て
介

護
で
時
間
的
余
裕
も
な
く
疲
れ
は
て
て
い
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。
時
は
流
れ
あ
る
時
に
、
優
し
い

歌
声
や
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
と
て
も
温
か
く
親
し
み
を

感
じ
た
方
に
出
会
い
ま
し
た
。
今
で
は
家
族
や
友

人
と
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け
、
共
に
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
幸
せ
を
共
有
し
あ
え
る

こ
の
場
が
最
高
の
私
の
心
の
ビ
タ
ミ
ン
で
す
。

　

し
か
し
、
元
気
が
取
り
柄
の
私
で
し
た
が
、
度

「
我
が
心
の
ビ
タ
ミ
ン
」

西
部
地
区
　
稲
葉
　
千
恵
子

「
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
」

南
部
第
一
地
区
　
黒
田
　
利
夫

重
な
る
体
調
不
良
に
、
健
康
第
一
を
心
底
感
じ
て

い
ま
す
。
カ
ラ
元
気
で
い
ら
れ
ず
「
食
事
睡
眠
運

動
そ
し
て
検
診
」
と
て
も
大
切
。
健
康
で
い
れ
ば

何
で
も
で
き
る
、
行
き
た
い
所
、
や
り
た
い
事
、

こ
れ
か
ら
も
心
の
ビ
タ
ミ
ン
を
た
く
さ
ん
取
り
入

れ
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
や
有
意
義
な
日
常
を
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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会員数
（人）

受託件数
（件）

就業人員（人） 契　約　金　額（単位：千円）
実人員 延人員 請負 派遣 合計

令和７年度
４月〜９月 499 1,405 414 26,822 127,633 31,138 158,771

令和６年度
４月〜９月 494 1,530 414 26,589 125,683 29,255 154,938

前 年 比 101.0％ 91.8％ 100.0％ 100.9％ 101.6％ 106.4% 102.5%

開催日	 12/16（火）　1/15（木）　2/17（火）　3/17（火）
場　所	 日吉町 シルバー人材センター内会議室
時　間	 相談日…午前10時00分～午前11時30分
	 　�皆さんの困りごと（仕事・生活等）について、幅広くお受けします。
	 説明会…午前９時30分～　（受付　午前９時～）
	 　�シルバー人材センターに関心のある友人・知人がいらっしゃいましたら、ぜひ�

参加されるようお勧めください。

（令和７年４月〜令和７年９月）

期間
項目

7令和7令和

事
務
局
だ
よ
り

ス
マ
ホ
講
師

募
集
中
！

適
正
就
業
のご

案
内

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
に
続
い
て
、
ス
マ
ホ
講
習
会

の
開
催
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、「
ス
マ
ホ
講
師
を

や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う

会
員
の
方
を
募
集
し
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

12
月
１
日
（
月
）
～
12
月
26
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
セ
ン
タ
ー
の
入

口
正
面
の
掲
示
板
に
「
適
正
就
業

に
関
す
る
取
扱
い
要
綱
」
に
基
づ

き
対
象
と
な
っ
た
、
お
仕
事
情
報

を
掲
示
し
ま
す
。
継
続
的
な
お
仕

事
を
希
望
の
方
、
気
に
な
る
お
仕

事
が
あ
る
方
は
、
要
綱
の
趣
旨
内

容
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ

き
、十
分
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
適
正
就
業
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
仕
事
以
外
の
仕
事
も
常

時
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
や
『
ス
マ
イ
ル　

ト
ゥ　

ス
マ
イ
ル
』
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。


